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研究成果の概要（和文）：「（人間）主体」の諸機能＝学科を軸に制度化されてきた人文学を「生きている存
在」一般の学として再編成する（＝「生態学的転回」）ために、多様な専門の若手研究者が集い、「共同フィー
ルドワーク」や芸術制作・コミュニティ運動の〈現場〉とのダイアロジカルな共同作業を通して従来型ではない
「共同研究」の〈かたち〉を案出することが実践的に試みられ、その〈プロセス〉は確固たる端緒を開くに至っ
た。また、環境・社会・精神のエコロジーを美的に統合する「エコゾフィー」的思考を共有する基盤となるべき
「新たな〈一般教養〉」構築を文学理論の「生態学的転回」を軸に試みる企図も、国際的・学際的に一定の承認
を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：Humanities has been institutionalized in accordance with the "faculties" of 
human subjects, but it is now of great urgency that it be reformulated as <scientia> of "living 
beings" in general. Young scholars in various fields, who shared this sense of urgency, formed the "
Ecosophy Collective" so as to search for a possible invention of certain unconventional and 
innovative forms of "interdisciplinary collaborative research" by virtue of the collective 
fieldworks and dialogical collaborations with non-academic practitioners such as artists and 
community workers. Apart from those "practical" achievements, we have also been engaged in a "
theoretical" project whose objective is to bring the "ecological turn" in literary theory into that 
of the humanities in general. Those practical as well as theoretical pursuits have successfully 
found their solid points of departure during the designated research period and enjoyed certain 
recognition both interdisciplinarily and internationally.

研究分野：英語圏文学・文学理論

キーワード： 生態学的転回　共同フィールドワーク　共同執筆　〈現場〉との接続　未来語りのダイアローグ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
「生態学的アプローチ」（ギブソン）によ

って人文学的知を包括的に見直そうという
機運が益々高まるなかで、各自の専門におけ
る従来の枠組に限界を感じていた 40 代前後
のメンバーが出会い、問題意識の共通性およ
び領域横断的探究の必要性に気づくことに
より京都で結成された「エコゾフィー研究
会」が、本共同研究の〈はじまり〉である。
われわれの課題は、まさに、「自然環境に留
まらない環境〔環世界〕」（Morton 2007）理
解であり、そこにおける「主体」概念の拡散
と、その拡散の底に見えてくる「生命論（存
在論）」的実在への接近にあった。そのよう
な思考を貫徹することは、人文学（＝「人間」
の学）が制度化されるなかで乖離してしまっ
た人文学的知の諸領域を、「生きている存在」
（Ingold 2011）一般の学として再編成するこ
とにつながる。それは必然的に、人文学的知
一般の〈転回〉―― 生物学（ユクスキュル）・
心理学（ギブソン）・人類学（ベイトソン）・
哲学（ベルクソン／メルロ＝ポンティ～ドゥ
ルーズ／ガタリ）・言語学（バンヴェニスト）
などの先達に導かれながらの〈転回〉―― を
引き受けなければならないことを意味する。
そのためには、広く学際的な共同研究が必要
不可欠であるのみならず、学問世界の〈外部〉
におけるさまざまな実践者たちとも接続し
ながら「共同研究」のあり方そのものを問い
なおすような新たな「研究」の〈かたち〉が
要請されることは必定であった。 
 「人間（精神）」と「自然環境」の二分法
を転倒するだけの通俗「エコロジー」的思考
に陥ることなく、環境・社会・精神のエコロ
ジーを美的に統合する「エコゾフィー」（ガ
タリ 2008）的思考を共有するための基盤と
なるべき「新たな〈一般教養〉」構築の方途
を脱領域的に探究するなかで、乗り越えられ
るべき「言語中心主義」と密接にかかわって
きた文学理論は（逆説的にも）今こそ本質的
な役割を担うことになるのではないか、とい
う仮定が生まれることとなった。すなわち、
もっとも困難に思える「文学理論の〈生態学
的転回〉」を強力に遂行することが、ひいて
は、目下急務の「人文学（一般）の〈生態学
的転回〉」を前進させる起爆剤となるであろ
うと考えられたのである。 
 
 
２．研究の目的 
 
若手研究者の私的集まりであった「エコゾ

フィー研究会」が、科学研究費の補助を受け
る共同研究へと脱皮する際に抱いた目的を、
大きく２点に絞って要約すると、 
（１）上記のような「〈生態学的転回〉を軸

にした新たな一般教養」構築のための
基礎理論を国際的評価に耐えうるもの
へと練磨するとともに、 

（２）その理論を実践に移すモデルケースと
して共同フィールドワークを実施し、
理論・実践の両面で新機軸を打ち出し
ていく、ということになる。 

 
 
３．研究の方法 
 
 上記の目的を達成するための具体的な方
法は、（１）メンバーによる研究発表を通し
た情報・問題意識の共有、（２）各専門分野
の有識者を招いての共同討議、（３）学問世
界の〈外部〉で活躍するさまざまな実践者と
の交流・共同作業、（４）共同フィールドワ
ーク、（５）国際的ネットワークの構築など
があり、これらを同時並行で進めつつ有機的
に統合することが目指された。 
 
 
４．研究成果 
 
 目に見える「結果」よりも「プロセス」が
孕む潜勢力をつねに重視している本共同研
究であれば、その「成果」を箇条書きにする
ことはむずかしいが、あえて以下の５点に絞
って要約を試みる。（それぞれの具体的な内
容については、各年度の報告書を参照。） 

（１）「共同研究」の生態学的転回 
異分野の研究者たちが「共同研究」

を行う際に理論や言説の〈横断性〉に
仮託するのではなく、ある具体的な現
象や現場に〈共に身をおく〉ことによ
って開かれる新たな次元を模索すると
いう意味で「共同研究」の〈かたち〉
自体を「生態学的」に転回することを
目指し、北海道浦河町「浦河べてるの
家」、鹿児島・奄美群島、広島・呉とい
った現場における「共同フィールドワ
ーク」を敢行した。 

（２）「共同執筆」の試み 
成果の「発信」そのものに「生態学

的」なプロセスを要請する本共同研究
は、フィンランド発祥の新たな対話型
プラン決定の方法論である「未来語り
のダイアローグ」（アーンキル＆セイッ
クラ）の形式を借り、京都－広島と時
間的・空間的移動も交えながら、従来
型の「単著論文の寄せ集め」ではない
「（芸術作品の）共同制作」に比すべき
「共同執筆」の可能性を模索したが、
そのプロセスにおいて「発信」の形式・
媒体・目的等をめぐる考え方における
深刻な齟齬が浮き彫りとなり、最終的
には共同での「成果発表」を（現時点
では）断念するに至った。しかしなが
ら、この真剣な討論を通じて「共同研
究」の意義・本質を再認識することと
なり、それが（３）（４）のような成果
につながったことは疑いえない。 



なお、全体での「共同執筆」には挫
折したが、家族療法の専門家である花
田と文化人類学が専門の中谷とが互い
の知見を持ち寄ることで書かれた実験
的な論文（論文①）のような成果が生
まれ、今後も同様の試みを多く行って
いきながらゆるやかな全体性を保ち続
けていくつもりである。 

（３）各自の学術的「発信」 
メンバー各自が専門分野の枠組から

いったん離れ「共同研究」を実施し、
そこからふたたび自分の学術的専門領
域に戻って「発信」するという点で、
実に多くの成果を残すことができた。
ここにそれらをすべて記すことはかな
わないが、一例を挙げると、三原がソ
ウル大学に招聘された際に「文学理論
の生態学的転回とは何か？」という提
題のもと韓国の若手研究者たちと闊達
な議論を行った（学会発表①）結果、
本共同研究の志向・成果が国際的・学
際的におおいに通用するものであるこ
とが確認された。 

（４）各自の社会的「発信」 
本共同研究のそもそもの傾向として、

学問の世界からはみ出し「社会」に入
りこんでいく運動が見られるが、それ
は、各自がそれぞれの生活空間におい
て〈現場〉とのダイアロジカルな共同
作業を継続的に行うというかたちで現
在も進行中の「研究成果」である。そ
れらの多くは各自の学術的知見を〈現
場〉に開いていくというものであるが
（松嶋・比嘉・太田・鵜戸）、少々毛色
の違うものとして、赤嶺が編集人とな
って「観客による観客のための雑誌」
を標榜する『地下室』が発刊されるこ
ととなったのも、広い意味で本共同研
究の「生態学的」な波及効果と言える
だろう。 

（５）国内外ネットワークの構築 
メンバー各自がそれぞれに持つネッ

トワークを有機的に結合するために、
京都での研究会にゲストを招いての集
中討議やメンバーによる有識者の訪問
を積極的に行った。また、われわれの
ネットワーク構築は学問の世界に留ま
るものではなく、芸術制作やコミュニ
ティ運動の「実践」の〈現場〉との接
続においても多くの成果を挙げた。 
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